
しては人事や労務対策に使ってみたいと考えてい

る.

いま私が考えているのはマスコミに売り込むこ

とができなし、かということである.サラリーマン

向けの週刊誌には「あなたはなぜ出世できない

かJ とし、う特集に SAD を使うことをすすめた

い.女性週刊誌では「縁遠いあなたを診断する」

という特集に，スポーツ雑誌には「貴ノ花が横綱

になるためには」とし寸特集に売り込んでみた

い.これはきっと，おもしろい結果が出てくるだ

ろう.

最後に，これまでに SADを使ったおもな適用

例のリストをあげておきたい.

(1) 物流システムに関する例

¥. カタログ販売会社における物流システム改

善

2. 雑誌返品処理の効率化

3. 建材流通センターの効率化

4. 地域流通センタ{の効率化

5. 出版業における共同配送センターの建設時

特集流通システム化

SAD モデルの数理

森

問題体系図を数量的に取り扱う部分の手法を S

ADモデルと呼ぶ.この SADモデルの方法をこ

こで、簡単に説明する.

まず，問題体系図のボックスには，問題点が記

入されている.これらの問題点を SAD法では要

因または変数と呼んでいる.原因のない，すなわ

ち矢線の入ってこない要因は外国(外生変数)と呼

び，原因のある，すなわち矢線の入ってくる要因

を内因と呼ぶ.外因のベクトノレを x， 内因のベク

トルを U とし，原因・結果の関係を線型と仮定す

ると，問題体系図全体は，一次連立方程式で表現

できる.行列表示ですると，

y=By十rx

ここで， B , r は係数行列である.

g の要素を ν10 Y2 , Y" Ya , x の要素を

XIo X2， ・・・ ， X j, …, Xk とし ， B の要素を ßu ， r 

彰

の要素を rij とすると，任意の Yí に対する因果方

程式は，

抗=ßi1ν1 +ßi2Y2 十・・・ + i゚GYa+r'l1Xl +n2♂2十

"+r叫Xk

となる.

これで因果関係をあらわす数式はできあがった

が，実際にコンピュータで解析するためには，こ

れらの変数および係数に値を与えねばならない.

まず変数のほうでは，つぎのように定める.

ある問題(XjorYi) がまったく改善されない時

Xj, Yi= 1.0 

ある問題(XjorYi) がある程度改善された時

0.0<♂j，豹<1. 0 

ある問題(Xjor豹)が完全に解決された時

X j, Yi=O.O 

これらの値の与え方は他にも，いろいろと考えら
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時6. 薬品問屋におけるダイヤグラム配送の導入

(2) 情報システムに関するもの

1. 計算センターにおける商品開発

2. 百貨店における POS システム導入

3. 繊維卸売業における在庫管理のコンピュー

タ化

(3) マーケティング

1. ボランタリー・チェーンにおける P ・ B商

品の開発

2. ローカル・チェーンにおける衣料品品揃え

の適正化

3. DM会社における販売拡大

4. 量販店におけるマーケティング戦略

なかだ・しんや 1941年生

(財)流通システム開発センター主任研究員

略歴:慶応大学経済学部卒，明治乳業(株)， (財)

流通経済研究所を経て現在に至る

専門:マーケティング，流通論
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れるが，ここでは0.0- 1. 0の聞に正規化するとい

ろいろと便利である.同様な数値の与え方は，ア

ンケート集計などでも用いられている. たとえ

ば， yes の場合は1. 0， no の場合は 0.0 といった

与え方や，もう少し高度になると評定尺度法のよ

うに，大好きは1. 0，好きは0.8，どちらでもない

は 0.5 ， きらいは 0.2 ， 大きらいは 0.0 といった

具合である.

つぎに係数値の与え方である.係数値は，原因

と結果の因果関係の大きさを意味している.大き

な影響を与える因果関係には大きな値，小さな影

響しかない因果関係には小さな値を付する.ここ

でも0.0- 1. 0の値におさまるように正規化してい

る.ただし l つの結果要因に入ってくる矢線に付

される係数値の和は1. 0 とする.
G K 

.E i゚l+.E nj= 1. 0 

以上，変数値，係数値が定められたら，いよい

よ，本格的な数値解析を行なう.解析の最大の目

的は，最終目的に対して大きな影響をもっ外因を

探し出すことである.このために，上記の数式を

変型する.

y=By+rx 

(I-B)y=rx 

ゆえに

y=(I-B)-lrx 

ここで(I-B) 一lrはG行K列の行列となり，その

要素を δりとすると，このふ3 は的が豹に及ぼす
K 

影響の度合となる. (このとき .EOij= 1.0 となる)

この Oij が， 後述の事例の中で出てくる影響度で

ある.

また，ある政策を実施した場合の問題改善能力

は， x に適切な値を代入して得られる H の値を以

って評価する.

以上のロジックは，計量経済モデルにおける構

造型モデル，誘導型モデルに対応していることを

注記しておく.

詳細に関しては，下記の文献を参照されたい.

阿保栄司編著物流ソフトウエアの実際 日刊工業

新聞社(昭和52年)の第 9 章

流通システム・シミュレーション・マニュアル (S

AI】法編) (財)流通システム開発センター(昭和52年)

日内幸一，森 彰「マーケティング戦略策定のシミ

ュレ{ションJ ダイヤモンド・ハーバード・ビジネス

1977.5-6月号ダイヤモンド社.

また， (財)流通システム開発センターの研究誌，

「流通とシステム」にはSAD誌の記事が連載されて

おり，これらも参照されたい.

もり・あきら 1945年生

(財)流通システム開発センター研究員

略歴:一橋大学大学院商学研究科修了，日本電気

(株)を経て，現在イシタック(株)常務取締役
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